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日本人の自殺の特色

福岡大学 近沢敬

日本人の自殺の二つの特色lζついて考えてみたい。一つは臼恋人の自殺の集団性であり、もう一

つは地位との関わりであって、日本では高い地伎の者ほど自殺率が低いということである。

集団自殺

集団自殺と呼ばれるものに、その人々の相互随係からして三つに分ける乙とができるかと思わ

れる。イ．情死と言われるもので、男女向性の二人からなるのが一般である。典型的1とは恋愛関

係iとある二人である。 ロ．親子心中と言われるのが集団自殺の第二の形であるが、母とその子

父とその子、父母とその子の三つが含まれる。 ハ．情死iとも親子心中tζ も入らないもので、典

烈的には敗戦のときなど、多数のE巨人がーケ所で同時iζ割腹したりするものである。ハの形はも

ちろん日広lとも見られるものであるが、（灯緩皆I澗谷tζ投りて死iζぬ。臼本~記 ． 宗行天皇紀 ．

十二年冬十月．臼虎隊，終戦時には各地で、手権担割などで一緒iζ死んだものがあったと伝えられ

る）。しかし、乙れは日本独特のものではなく、世界的に広く見られる事実のようである。古代

ローマにもそのようとf例を見る。（フランス社会学年報参照） このような ζとからして、乙れ

はあるいは日窓独特とか、日本tと特iと多い自殺形態だと言えないかも知れはい。いずれにせよ、

もっと謝盗してみる必要がある事項と思われる。いまは詳しく述べとよい事とする。

1. 1育 死

情死は日本人の特徴的自殺の方法としてかなり芭くから考えられていたようであり、また日

本の学者の自殺研究の一つの中心ともなっていたように態われる。その段も著しい例は、 九州

大学の前身九州帝国大学の社会学の教授であった井口孝親の遺箸「自殺の社会学的研究Jの大

半は彼の言う所の「情死国産総」の排撃のための実証と毘論だと言って誤まりないであろう。

まず情死とは何かぞはっきりさせる必要がある。轡察の統計が「情死を謀りて」、または男女

の後間自殺としているものがそれである。典型的ftl;t社会的理由や経済的理由で、恋愛を阻ま

れた男女が一緒1ζ死ぬ乙とである。典型的なものから、合意とか、問時同所とか、同性とか、

二人とかその他の条件を除いた、1m昭心中、跡追心中、綾子心中と伺性心中、三人心中にいた

るまで心中という名で呼ぴ、それを嘆賞しないまでも象認しようとするのが日本人であろうか。

熊盟心ゆが心中と呼ばれるのは、少くとも片方だけでも一緒K死にたいという意志があって、

それが企てられると ζろにあり、綴子心中も向性心中も、三人心中も一絡に死にたいので、跡

追心中も一緒tζ死tとたかったが、死後の世界でなりともー・絡にいたいという期待をもって行わ
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れるものであろう。 ζζにζれらの自殺が単なる自殺と呼ばれず、心中と呼ばれる朗自があり、

心中が複数自殺、二重自殺とは輿なる恕自がある。ヨ ーロッ パ lとも臼 ;;t;:の情·~rt: 当るものが存

在し、ある時期にはかなり多数に逮した乙とは、井口孝親の研究で明らかであるのでこれを奇

定することはできない。しかし日本語の心中に当るような絡が生れなかったという事笑は無視

できない。 （井口孝貌箸「自殺の社会学的研究」，小林隆之助箸「情死考J参照）

もう一度心中という語義令尋ねてみるとき、ζれは誰かIt:対して節燥を生命そζえて守りi通す

という怠味をもっ心中立てから来ている。↑毒死と脅かれでも一般にはしんじゅうと読まれる場

合が多く、情死を音で「じようしJと説tJ'のは客観的に見ょうとする学者先生とか、愛情によ

る死を見てセンセーシヲナル1ζ扱おうとする新聞記者でir,－－：－たように尉〉れる。 4淋隆之助の考

証によると 、 心中という語の起りは心中立という言葉だという。心中立ての~味は「心iζ二つ

なき真意を相手に示す、英の手段方法令指すの調いに外ならなかった。 」（ 情死考参照）「而

し、此のしるしそ用いることは独り傾域のみに限られ、 ……何が故tと傾域のみの専有物であっ

たかと言うに、其の生業上、 ……相手の男の不安と猶疑とを容易に取り除く ζ との能わぬ点が

あるからである。」（上掲普）、「 ζこにおいてか真実そのニ心のない実態を示すには、何と

しても之を形の上iと示さとfければならぬ、その結果紙に認めて心中を響う、調所起請聖子紙なる

ものが用いられるようになったのである。心中？？形ちに表わす手立は之れが其の初めであって、

愛tζ於て「心中立」なる言葉が始めて出来た釈であるJ（情死考）として心中を形lと表わす手

立だから心中立fごと言っているように聞える。私1ζは心中立の「だて」は「義理立てJのたて

や人をたてる、すなわち、「ある人の地位を（認める）． iji:認するわまたは〈承認したこ

と』とする） 」という怠味ではないかと思う。「心仲立てをするJとはニ心のないという心のな

かを認められるようにするζ とではないのか。「義理立てぞする ー｜が義壊を欠いていはい乙と

を明らかに相手にわかるような行為をするζとであるのと類似の形式をもった言葉である。乙

の「心中立て」から立てが落ちる乙とにより「心中Jが生れたとき「心中」という濡が持った

Z意味は「心中立て」の録も極織な、織的t.c形態として相手と死をともにするという乙とになっ

ており、女は遊女に限らず、町家の鍛や望書たちも入る ζと』となっていた。栂手と死をともにす

るというのが心中だとすれば、無ffll心中、跡追心中というのも心中の中犯人り得るはずである。

親子心中も、夫婦心中もまた心中のーっと数えておかしくないζとになる。ヨーロ ッパや中国

で使われているdouble suicide sとか Doppelselbstmord とか隻終という

ような誌は心中という語が持っている「栂手の心と一致しているという ζとそ明らかに示すj

というような精神的な窓味は持ち得ないし、 ま fこ跡追心中とか、熊耳型,C；仰にあたるa~実 も現に

ないし、あり得ないはずである。従って段もすぐれた鍛近の親予心中の研究者飯塚進が「親子
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心中Jという言葉を使う乙とぞ嫌って道連れ自殺と言っているのは当然であり、決して絞りで

はない。しかし社会現象の本質というか、社会現象についてわれわれが知りたいことは、 笑は

外的t,t.現象ではとよくて、心の動きではなかろうか。 f主観的に思われた意味ぞ解明しつつ……J

と社会学を定義した？ .，クス・ウェパーはその意味でζの事を寂も明瞭に示した人だと言えよ

う。しかしこ ζで注怠しなければならないζとは、われわれが目標としている心の動きは直接

知り得ないのであって、その人の雷援とか表情とか行為など表商1ζ表われたものを通してしか

知り得ないということである。それはとにかく私は社会的行為は、それがどのように受け取ら

れるかという ζとをも含めて考うべきものと患っている。なぜかなら、それが行われるとき一

般にはある受取られ方をする事告怠図きれて行われるものであり、少くともどのような受取ら

れ方をするかが行為者に知られているものとして扱われる。社会の中で行われる行為はそのよ

うとfものである。そうとすれば形は一見同じに見えても日:t:人の心中は心中だが、ヨーロッパ

人のそれはdouble suicid eまたはdouble suicide in love （二重自殺ま

たは愛情による二重自殺）として両者令区別するのが妥当ではなかろうか。

情死について見ても、日本には古事記または日本書記iζニつまたは一つを指摘できる。ζれ

ら二つ主 も同母兄妹閲のものである ζとは（狭秘彦，狭秘姫）（経郎子，経大郎女）注意すべ

き乙とである。次の情死多発期が近世の新興の町人階級の勃興期であるように、これも古代の

臼本の支配階級の勃興期であり、変動期としてー認のアノミー状態の存在が考えられるのでは

かろうか。乙の点、はさらに深く考察すべき内容を持っているように恩われる。

井口孝貌の労作「自殺の社会学的研究 JIζよって明らかになったことは、ヨーロッパにも日

本と同じく情死があるという ζと、ときにはヨーロッパのある地域の情死率は臼本の情死事に

ほとんど近づく ζ とがあるということであった。（井口孝親「自殺の社会学的研究」）という

ζとは逆に見れば臼本の方が情死率は高いという ζとのようである。韓国もしくは朝鮮につい

ては井口のヨーロッパ程度の研究も行われていはいと恩われるので何とも言えないが、 シナ

（ 中国 ）については何人かの文学の専門家たちが、 日本の明治末期iζ 日本K~Hこ留学生が帰っ

て情死を行うまで臼:t:の情死tζ当るものはなかったように言っている。（さねと うけいしう）

（一、この跡追心中的なものはあっても） ζれらの事を考え合せるとき、情死はある社会的状

況が停在の条件Kt,t.っていると恩われる。しかしそれだけで情死が起るかというに、そ乙には

先例とかモテ’ルとを呼ばれるものがある乙とが発生のための重要伝要件となっていると恩われ

る。大塚久雄（）；いう所の思想とか宗教とかイデーというものとその役割において相似たものの

ようである。（大級久雄：社会科学の方法参照）
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2.親子 心中

井口孝貌は「自殺の社会学的研究」において示したζとは、情死がヨ ーロッパにあるという

ζとだけでなく、親子心中lζ相当する後数自殺がヨーロッパにあるという ζとである。私が内

務省統計報告と犯罪統計替を資料として知ることができたζ とは、（1）情死~は大戦前は増加し

ていたのに、第二次大戦後は減少したと思われるζ と。（2）毅子心中の方は戦後もかはらずしも

減少の傾向ぞ示きないという ζとであった。（近代日本人の自殺．その2 福岡大学人文論量産

8巻 3号）。乙ζ1ζ親子心中と情死との閲I/:共通の商があると同時I/:共通でない要因の存在を

推測せざるを得ない理由を認めた。すとfわらどちらも主主滋の自殺よりもより大きく経済不況の

影響を受ける ζとが明らかになった。しかし社会の近代化は核家族化をもたらし、 ζれは親子

心中を多くしているように見える。絞家族は困難がないときはよいが、農村共同体から脱出し

て都市の新しい団地などに住む場合、近隣の干渉から免れるとともに、近隣の援助をも失って、

危急の状態iζ出あうとき救いの道令見出し得ないことになる。情死の典型的なものはそれに対

して、恋愛ぞ否定する旧い道徳とそれに抵抗して解放を求める男女の閲の誌藤なのfごから、古

い道徳がいよいよ弱まりつつある現代社会においては、ζのような情死が滅りつつあるのは誇

けるζとであろう。

Il 地位と自殺

日;;j;:では地位の高いものほど自殺しにくいようである。その乙とは戦前ではE巨人の自殺率を見

るとき、将来将校になれる士宮学校、幼年学校の生徒たちの自殺率が段も低く、次fC::低いのが下

士宮、次が兵卒、次が陸軍刑務所iζ入っている人々で、 ζの人々の自殺寧Iま異常に高いものであ

った。フランスの軍隊では将校か下士宮など軍隊iζ長くいるものの自殺率が高い乙とは、デュル

ケムにより愛他的自殺の一例証として挙げられていて有名である。 （デa ルケム ．自殺論参

照）。日本のばあい男子有業者全体についての統計が19 6 0年、 19 6 5年厚生省によって作

られているが、訂正自殺務4をとってもやはり管理職の自殺率が民主も低く、農業従事者または探鉱

採石従事者が段も高い。はじめは農業従事者が高く、あとでは採鉱鉱石従事者が段高代々 っている。

傾斜生産と言われて炭鉱労務者が優遇8れ、後にはスクラップアンドピルト等と言われて、ほとん

どスクラヲプ扱いされた炭鉱労務者の獲が自殺率にも現われている。

アメリカでは社長・重役などの自殺率が高いそうである。ある学者はアメリカの老人の自殺率

の高さをその地伎の高さで説明しようとさえしていむ（雑誌ルック参照）
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他の文化との相関

私は臼木人の自殺の二つの特色、一つは集団的傾向、もう一つは地位との逆相闘をあげた。この

こつはいずれも白太の民族性とでもいうべきものの現われではないかという ζとぞ指鏑したい。

もちろん人間はすべて集団傾向を持っているであろう。しかし個人iとよって集団傾向K差がある

ようiζ、性的にも差があるように恩われる。同じ学生でも男は自分の考えで行動し、女は友達の行

動tζつられて行動する傾向がある。すなわち女子学生は友達が行くから行く、友達が行かないから

行かないというような傾向である。情死の場合、発識者以女が多L、（大道和一－情死の研究）と言

われる乙とは ζの説1ζ反するようだが、 女はもし発議しでも男が受け入れてくれなければひとりで

は死ななかったからζそ情死になるわけである。それはとも角乙の女性がもっている集団性という

より向調性を臼本人は他の民族より多く持っているのではなかろうか。これが集団自殺というより

も向調自殺とも呼ぶべきいろんな形の心中が日本11'.:多いのではなかろうか。荒木縛之氏は日本人の

国民性として集団主義をあげ、その著しい例としてガイドつきの旅行団をあげている。ガイ ドが、

「右-'a?Cらん下ぷい、あれが有名な何々です」と言えば右令向く、「友そ……Jと言えば左を向く、

しかしガイドが指示しない限りは酒ぞ呑んfごり、トランプをしたりしている。ヨーロッパやアメリ

カであのようはガイドっき旅行間を組織したならば、そのような旅行にはたちまち応募する人がい

なくなるだろうという ζと舎、カ ンドウ神父も随筆の中で、言っていると響いている。（日本人の行

動儀式）

地位との逆相関とは言わば下積みの者、下l函のものが全体、または全体の象徴、または全体の平

和の象徴である秩序のしわょせを受ける ζと、犠牲になる ζとが甚だ多いという乙とであろうか。

簡単に言えば上の者、強い者は全体の承認のもとに下の者を弱い者を犠牲にする乙とができるので

ある。乙の傾向は私どもが無怠織に使っているβ－＊語の中11'.現われている。宛名の書き方、姓名の

呼び方など臼本語とヨーロ ッバ諮とはまるで反対で、われわれは大きい方から、彼らは小さい方か

らする。数の数え方も 13から 19までは古い時代のものをよく残しているのだろう。英語、独語

など日広謡と反対11'.小さい方から 3、10というような呼び方をしている。 Ladies and 

Gentleme nというのは女が強いからではとfくて、女は弱いからだという ζとである。 日本の

ζとわさ.f( ！ま 「獅子身中の虫Jというのがあるが、乙れに当る英語のことわぎはとよいの

fごろう。和英語字典では、asnake in one’s bosom ; a t recherous friendという訳が

つけてあった。（研究社：新和英大詩興） これらの英語の語句は内部にいる害敵という窓味は持

っているが、大きいものの中氏奥食う小さな筈敵という大小の対照の意味を持っていない。また、

「小の虫を殺して、大の虫を生かすJという諮の英訳は、 Ki11 a few to save the manyと

なっていた。（上掲書 ）との場合、 ζの燥な英語の慣用句があるかどうか知らないが、英語を直訳
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すれば多数のものを数うために少数を殺すであって、日;t:語の場合とは大いにニュアンスが奥る。

日本語は大小の対比であって、英訴は多少の対比である。日本語tとはよく使われた言擦として「滅

私奉公」というのがあるが、 ζれに相当するような熟語は英語にはないらしい。悶じ若手典氏三つほ

ど訳が出ているが、皆怠味を説明したものである。一例をあけ・れば、 sacrificingone's 

personal interest to public goodである。 「長い物tとは巻かれよJも同じ和英辞典

によると yield to the powerful （即ち有力な者には譲歩せよ」という訳と、諺としては、

don ’t kick against the pricks というのが出ている。 ζの主要は、「刺ある鞭を蹴るは難

し」（使徒行伝9掌5節）という聖書の有名な句からきている。 ζの場合のprick は先の尖った

とげとか針とか、きりとかぞ意味するようである。乙の英語の諺を英和辞典で調べてみると、「無

駄な抵抗をして大けがをするな」となっている（岩波英和大辞典）。乙 ζには臼本の諺では厳初1ζ

出てくる長い者すとfわち有力者という語は表には出て来ないから、 pr i C k sとは筈を与えるもの

なら何でもよいわけである。たまたま聖容ではイエスという超有力者になったに過ぎないのではな

かろうか。 ζのようにして、主主いものには巻かれよを英語Iζ訳するとき、「長いものJがもってい

た有力者という窓味は消えてしまう。「獅子身中の虫」は常iζ害虫として忌み嫌うべきものであり、

「小の虫を殺して大の虫ぞ生かす」というとき、人々はそれぞゑ認する。滅私奉公という語句は、

誠に美しい言策として日本人の涙を誘うものfごが、その中の奉公は「泰公する Jなどと使われて、

上の省、有力者、金持ちに、下の者、無力な者、貧乏人が震われて働く乙とにもなるのである。 ζ

こで公とは上位の者、支配者という怠味を持つに過ぎt,eいとも言える。このように見てくるとき、

わたしたら自家人の心を寂近まで支配していた窓識は、下の者は上の者の犠牲になるのは当然fごと

いう ζとであり、現在もなお心の奥底｛ζは乙の気持があるのではなかろうか。「とかげはMilえ残

れば手足は後から生えてくる」という福大商学部学生児玉義弘君が教えてくれた ζとわまは、今ま

での諸事例を集約したものとも思われる。つり銭の数え方なども上記の諸事例のーっとしてよいの

ではなかろうか。

上述の民族性ともいうべきこつの性格、向調性と滅私奉公裂の社会関係iζ適応した性格とは、い

ずれも日本の水田農耕社会It適応した性絡であったと言えるのではなかろうか。
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